
試験日時 申込期間 会場（詳細は申込時に連絡）

 6月19日（日）

12月17日（土）  9:00～12:30 11月28日～12月 9日 西千葉キャンパス

受験料： 税込４，３８０円

申込と受験料の支払：

スコア返却：

単位認定基準（平成22年度以降入学の学部生対象）（TOEFL iBT および TOEIC の基準も併記します）：

認定科目 TOEFL ITP, TOEFL PBT TOEFL iBT TOEIC (IP)

　検定英語Ⅰ（2単位） 530～549点 71～78点 680～729点

　検定英語Ⅰ・Ⅱ（計4単位） 550～677点 79～120点 730～990点

授業受講資格（TOEFL iBT および TOEIC の基準も併記します）：

授業科目 TOEFL ITP, TOEFL PBT TOEFL iBT TOEIC (IP)

　中級英語Ⅰ（履修後に2単位） 470点以上 52点以上 500点以上

　中級英語Ⅱ（履修後に2単位） 500点以上 61点以上 600点以上

　上級英語（履修後に2単位） 530点以上 71点以上 700点以上

注意事項：

１．平成22年度以降入学学部生の単位認定については、普遍教育の履修案内（Guidance 2011）を参照。

２．平成21年度以前入学学部生の単位認定基準は、平成21年度の履修案内に従います。

３．同じ名称の「検定英語」科目は重複して単位認定されないので注意すること。

TOEFL の種類について：

問い合わせ：

（メールでの申込はできません。)

まず掲示と『履修案内』をよく読み，なお疑問の点が残ったら電子メー
ルで問い合わせてください。アドレスは以下の通り。

西千葉キャンパス生協ブックセンター

約４週間後の予定（詳細は受験時に連絡）

４．スコア証明書のコピーを試験実施日から２年以内に各学部窓口に提出した学生のみを単位認定審
査の対象とします。単位認定審査には時間がかかるので，日程の余裕を持って申請すること。

平成２３年度後期 TOEFL ITP 学内実施のお知らせ

　TOEFL (Test of English as a Foreign Language) は北米やその他の英語圏で大学入学資格として利用
されているのみならず，日本でも大学院入試や英語力を客観的に測定する手段などに利用されていま
す。千葉大学では TOEIC IP に加え，学内において学部生，院生，および教職員を対象に TOEFL ITP
(Institutional Testing Program）を実施します。留学準備，院試準備や英語力の診断に活用するととも
に，１年次の早い段階で受験してその後の学習目標の明確化に役立ててください。また，学部生はスコ
アが一定の基準に達すると単位認定や「中級英語 I」「中級英語II」「上級英語」受講の資格も得られま
す。さらに，ITP 500点は本学における海外派遣留学選考の受験資格のひとつにもなっています。
　なお，今後の電力事情等の情勢によって，万一実施日程等が変更になる場合は，最新情報を
http://english-chiba-u.jp/2011t/ でお知らせします（QRコードを使って携帯電話からも確認できます）。
ご不便をおかけしますが，ご了承ください。

平成２３年７月   千葉大学言語教育センター

後　期　の　情　報　を　加　え　ま　し　た

無事終了しました。ご協力ありがとうございました。

　TOEFL iBT (Internet Based Testing) は2006年7月から日本でも開始された120点満点のインターネット版テスト
で，Listening, Speaking, Reading, Writingの４技能を使用します。TOEFL PBT (Paper Based Testing) はListening,
Readingの2技能を使用する677点満点のマークシート方式のテストで，Writingの技能を6点満点で測定するテストの
同時受験も必須です。iBT, PBTのいずれも学外で実施され，留学資格等の目的で公式のスコアとして利用できま
す。なお，PBTは日本では2007年11月以降実施されていませんが，海外で実施されている場合があります。
　学内で低価格で実施する団体向けのＩＴＰはPBTと同じ形式，難易度でListening, Readingの2技能を使用する677
点満点のテストで，Writingは含まれません。ITPのスコアは海外の大学の入学資格等には利用できないのが一般的
ですが，公式のPBTやiBTの練習や力試しのためにも活用してください。千葉大で受験したITP，学外で受験したiBT,
PBTのいずれも，千葉大の単位認定や授業受講資格および派遣留学選考受験資格として利用できます。
　TOEFLの詳細についてはTOEFLホームページ（www.cieej.or.jp/toefl）を参照してください。


